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り，200附近で0中のと同じとなり，膚ほ重元素に至るに從ひ重くなるものと
見られるのであります．B曲線は，各原子が，實際整籔から離れてみる激を
表はしたものであります．これ’で見ますと，Protonの原子核内での坐り方が
各原子で違ひます，其の違ひ方に相當規則正しV・ものがあると云ふ事がわか
るのであります．
　　　　　　　質量即エネルギ｝，エネルギ1即質量の考へ
　プnトンが諸原子核の築材として組立てられる際，かくの如く其質量が減
すると云ふ事は，物質不減の考へとは一見調和しなv・様に思はれるのであり
ます．所が，Einsteinの相封性理論に於て主張する所の「エネルギ1帥質量，
質：量帥エネルギー」の説に從ぴますと，エネルギ1：E（エルグ）なるものの質量
（m）はm一÷瓦であり，鷺m興る物質の全工れギは』n・・エ・・グ
であると云ふ事になるのであります．こkで，Cは翼陣中に於ける光の速度
（2・998＞〈　1010　cm／．sec）を表はして居ります．例へば，電子1個の質量は（9．035±
0．010）×10－289r．でありまして，野駈エネルギ；は約0．8ユ4×ユOn6erg’　WJち0．511
×ユ06電子ボルト（electr。n　v・lt）であります．叉Protonの質量は（1．6609±0．0017）
×10h2“gr．で其のエネルギ1は約940000000電子ボルトとなるのであります・
今，酸素の一原子を16とすれば，原子量1に相回する粒子のエネルギ1は，從
て933000000elec亡ron　voJtとなるのであります（自Pち原子量。．001は約930000電子
ボルトに起る）．從て物質の質量が△mだけ攣化すると云ふ事は，其物質の有
する全エネルギーに潤て△m．c2だけの攣化があると云ふ事なのであります・
Protonが核を組立てる際に，其質量を減じたと云ふ事は，　Protonのもつ全エ
ネルギ1の幾分（△m．c2）が減失したと云ふ事でありまして，該原子核構成の
際，他の何等かの形のエネルギ1，例へば輻射のエネルギーとなって放散さ
れたものであらふと解繹されます。原子量1，00724なるProtOnが4個集まって
（多分二個の電子（原子tSO．OOO55）と共に），原子量4．0011と云ふHe核を作ったも
のと思ふと，其際の質量損失4．0301－4．OOI1・・一・O．029は約27000000電子ボノレト
に當り，これだけが原子成生の際放散されたのであらふと云ふ事になるので
あります。このHe核はα粒子として，核内に於て第二次築材として組立てら
れて居ると思はれるのでありますが，これとて，核内に於て有する質量が・
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　核外に自由になった時とは必ずしも同じであると云ふわけでは無V・のであり
まして，放射性物下等に於ては・核内に居る方が却って質量が大きいと云ふ
檬に思はれるのであります・20ち・外へ出た方がエネルギ1が少なくなると
見えるのであり下す・四って・このα粒子が・自然に崩壊して飛出して下る
事になると思はれてるるのであります．
　全艦に共通して云へば，P】℃亡onは核を形成する際，質量を減じてみるので
ありますから，本丁から云へば，原子核はエネルギ1をウンとつぎ込まぬ限
り，完全な破壌が起り得ないわけであります．然しながら，α粒子が新しく
入り來り・それが核内に於て質量を減少し・且つ核内先占の築材の質量にも，
爲に叉減少を來たすと云ふが如き組織に改まる様な揚合には，それだけのエ
ネルギ1が，其築材の一つの運動のエネルギ1となって表はれ，それを核外
tC放逐する結果を表すわけであります・このことがしα粒子の衝撃による原子
核破壌の物理「と老へられてるるのであります・前の第三圖にも見える様に，
一般に，比較的輕い原子がこの種破壌の現象を起し易いのは，其核内Pl－ot（m
の李均質量が，比較的大きい所からも回るものと思はれるのであります．
　（此等の経緯：を，C；alnowは所謂L波動力學「の見地より，巧に川面白く考察論述して
居りますが，この講演では『核物理』を詳論するのが目的ではありませんから，全く省
略して置きます）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旧く）
漱洲　篤行　談
　新　城　新　藏
　私は昨年9月中旬からポルトガルのリスボン市に開かれたる萬國測地學及
び地球物理學協會第5回大會に出席のため野洲に滲ることになり，7月28日に
出回し，印度洋維Fi｛にて旧地に到り，9月15日より23日まで會議に出席し，其
後英，猫，二等を経て，再び印度洋経由にて12月15日蹄着したので，往復約4
ケ月牟の張行，共内4≧分程は船で費し，約70日程三寸の各地を巡遊した勘定
になる．會議は3年毎に開かれる學術的の會合で，我が國からは私の外に，丁
度彼地に居られた田中館博士及び在外研究員の川崎，妹澤爾氏も出席された
ので，それぞれ專門の學術的事項の報告やら，今後の研究の打合はせ等に就
